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 本日、17時50分から福岡地本では各分会を中心に本部激励行動
を行い、各支部より檄布を手渡し、職場の声と決意を訴えた。こ
れに対応した本部中原書記長は今期の増収・増益はアベノミクス
による一時的なものであり、下期は各種修繕や改修が発生し厳し
い状況になるとする会社の姿勢は大変厳しく協議も難航している
が、組合員の負託に応える為、引き続き粘り強く頑張っていく決
意が述べられた。 

本部激励行動開催！ 

【各地本・支部・分会からの檄布】 

【本部激励集会の様子】 

過去の妥結状況 
組合 
第二四半期決算は増収増益。豊肥本線全線復旧や「ななつ

星ｉｎ九州」運行開始に向けた組合員の懸命な努力に応え

るべき。今年末手当における判断を誤ったら、組合員の士

気の低下は避けられず、株式上場に向けた理解と協力を得

られない。 

会社 
この間の組合員の努力については謝意は示すものの、基幹

事業である鉄道事業は依然赤字と厳しい。組合員の努力に

最大限応えていきたいが、中期的視点に立って検討してい

きたい。 

 会社はこれまで

のわれわれの努力

に対する誠意ある

回答を！ 


